
(57)【要約】

【解決手段】排気経路１に排気浄化用の触媒２を配置し

たガスエンジンにおいて、触媒２として酸化触媒のみを

用いるとともに、混合気の空気過剰率が１．０よりも大

きく、１．５よりも小さくなる範囲内に設定されるよう

にした。

【効果】排気中に多くの空気が含まれることになり、酸

化触媒を用いるにも拘らず、排気中への二次空気の供給

手段を必要としない。また、酸化触媒のみを用い、三元

触媒を用いないため、触媒自体のコストが安いうえ、混

合気の空気過剰率を正確に調節する必要もなく、高価な

酸素センサや高精度のコントローラを用いる必要もなく

、コスト安となる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
排 気 経 路 （ １ ） に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 （ ２ ） を 配 置 し た ガ ス エ ン ジ ン に お い て 、
触 媒 （ ２ ） と し て 酸 化 触 媒 の み を 用 い る と と も に 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 が １ ． ０ よ り も 大
き く 、 １ ． ５ よ り も 小 さ く な る 範 囲 内 に 設 定 さ れ る よ う に し た 、 こ と を 特 徴 と す る ガ ス エ
ン ジ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 し た ガ ス エ ン ジ ン に お い て 、
冷 却 水 経 路 （ ４ ） に 弁 （ ３ ） を 設 け 、 こ の 弁 （ ３ ） を 排 気 温 セ ン サ （ ６ ） に 連 携 さ せ 、 排
気 温 度 が 所 定 温 度 を 越 え る と 、 弁 （ ３ ） が 開 い て 排 気 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト （ ５ ） 内 を 冷 却 水 が
通 過 す る よ う に し た 、 こ と を 特 徴 と す る ガ ス エ ン ジ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ガ ス エ ン ジ ン に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ガ ス エ ン ジ ン と し て 、 排 気 経 路 に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 を 配 置 し た も の が あ る 。 現 在 、
触 媒 と し て は 、 酸 化 触 媒 等 が 用 い ら れ て い る が 、 将 来 的 に は 三 元 触 媒 を 用 い る こ と も 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 技 術 に は 、 次 の 問 題 が あ る 。
《 問 題 １ 》 　 酸 化 触 媒 を 用 い る 場 合 に は 、 排 気 中 へ の 二 次 空 気 の 供 給 手 段 を 必 要 と す る 。
酸 化 触 媒 を 用 い る 場 合 、 そ の 酸 化 機 能 を 発 揮 さ せ る た め に は 、 排 気 中 に あ る 程 度 の 酸 素 量
が 含 ま れ て い る こ と が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 排 気 中 へ の 二 次 空 気 の 供 給 手 段 を 必 要 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
《 問 題 ２ 》 　 三 元 触 媒 を 用 い た 場 合 に は 、 コ ス ト 高 と な る 。
三 元 触 媒 を 用 い た 場 合 に は 、 触 媒 自 体 の コ ス ト が 高 い う え 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 を 正 確 に
１ ． ０ に 調 節 す る 必 要 が あ り 、 高 価 な 酸 素 セ ン サ や 高 精 度 の コ ン ト ロ ー ラ を 用 い る 必 要 が
あ り 、 コ ス ト 高 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
《 問 題 ３ 》 　 酸 化 触 媒 を 用 い た 場 合 、 排 気 温 度 が 所 定 温 度 を 越 え る と 排 気 浄 化 率 が 低 下 す
る 。
酸 化 触 媒 を 用 い た 場 合 、 排 気 温 度 が 所 定 温 度 を 越 え る と 、 酸 化 触 媒 の 酸 化 機 能 が 低 下 し 、
排 気 浄 化 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 で き る ガ ス エ ン ジ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
（ 請 求 項 １ の 発 明 ）
図 １ に 示 す よ う に 、 排 気 経 路 （ １ ） に 排 気 浄 化 用 の 触 媒 （ ２ ） を 配 置 し た ガ ス エ ン ジ ン に
お い て 、 触 媒 （ ２ ） と し て 酸 化 触 媒 の み を 用 い る と と も に 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 が １ ． ０
よ り も 大 き く 、 １ ． ５ よ り も 小 さ く な る 範 囲 内 に 設 定 さ れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 請 求 項 ２ の 発 明 ）
図 ２ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 冷 却 水 経 路 （ ４ ） に 弁 （ ３ ） を 設 け 、 こ の
弁 （ ３ ） を 排 気 温 セ ン サ （ ６ ） に 連 携 さ せ 、 排 気 温 度 が 所 定 温 度 を 越 え る と 、 弁 （ ３ ） が
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開 い て 排 気 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト （ ５ ） 内 を 冷 却 水 が 通 過 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
（ 請 求 項 １ の 発 明 ）
請 求 項 １ の 発 明 は 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
《 効 果 １ 》 　 酸 化 触 媒 を 用 い る に も 拘 ら ず 、 排 気 中 へ の 二 次 空 気 の 供 給 手 段 を 必 要 と し な
い 。
混 合 気 の 空 気 過 剰 率 が １ ． ０ を 越 え 、 １ ． ５ 未 満 と な る 範 囲 内 に 設 定 さ れ る た め 、 排 気 中
に 多 く の 空 気 が 含 ま れ る こ と に な り 、 酸 化 触 媒 を 用 い る に も 拘 ら ず 、 排 気 中 へ の 二 次 空 気
の 供 給 手 段 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
《 効 果 ２ 》 　 三 元 触 媒 を 用 い な い の で 、 コ ス ト 安 と な る 。
酸 化 触 媒 の み を 用 い 、 三 元 触 媒 を 用 い な い た め 、 触 媒 自 体 の コ ス ト が 安 い う え 、 混 合 気 の
空 気 過 剰 率 を 正 確 に 調 節 す る 必 要 も な く 、 高 価 な 酸 素 セ ン サ や 高 精 度 の コ ン ト ロ ー ラ を 用
い る 必 要 も な く 、 コ ス ト 安 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 請 求 項 ２ の 発 明 ）
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
《 効 果 ３ 》 　 排 気 浄 化 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
排 気 温 度 が 所 定 温 度 を 越 え る と 、 弁 （ ３ ） が 開 い て 排 気 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト （ ５ ） 内 を 冷 却 水
が 通 過 す る た め 、 酸 化 触 媒 （ ２ ） の 酸 化 機 能 が 低 下 し な い 排 気 温 度 を 維 持 す る こ と が で き
、 排 気 浄 化 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ と 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ガ ス エ ン ジ ン を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の ガ ス エ ン ジ
ン は 、 吸 気 装 置 と ガ バ ナ 装 置 と 点 火 装 置 と 排 気 装 置 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
吸 気 装 置 の 構 成 は 、 次 の 通 り で あ る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 燃 焼 室 （ ７ ） か ら 吸 気 通 路 （ ８ ） を 導 出 し 、 こ の 吸 気 通 路 （ ８ ） に ス
ロ ッ ト ル 弁 （ １ ０ ） を 設 け 、 そ の 上 流 に ガ ス ミ キ サ （ １ １ ） を 配 置 し て い る 。 ガ ス ミ キ サ
（ １ １ ） に は 、 空 気 供 給 通 路 （ １ ２ ） と ガ ス 供 給 通 路 （ １ ３ ） と を 接 続 し て い る 。 ガ ス 供
給 通 路 （ １ ３ ） は 、 主 通 路 （ １ ４ ） と こ れ と 並 列 に 繋 が る 副 通 路 （ １ ５ ） と を 備 え て い る
。 副 通 路 （ １ ５ ） に は ガ ス 流 量 制 御 弁 （ １ ６ ） を 設 け て い る 。 こ の ガ ス 流 量 制 御 弁 （ １ ６
） は 弁 駆 動 モ ー タ （ １ ７ ） で 開 度 調 節 さ れ る 。 弁 駆 動 モ ー タ （ １ ７ ） は 、 モ ー タ コ ン ト ロ
ー ラ （ １ ８ ） を 介 し て エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ （ １ ９ ） に 連 携 さ せ て い る 。 エ ン ジ ン コ ン ト
ロ ー ラ （ １ ９ ） に は 目 標 回 転 数 設 定 手 段 （ ２ ２ ） を 連 携 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ （ １ ９ ） は 、 目 標 回 転 数 に 応 じ 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ） を 介
し て ガ ス 流 量 制 御 弁 （ １ ６ ） の 開 度 を 設 定 し 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 を １ ． ０ よ り も 大 き く
、 １ ． ５ よ り も 小 さ く な る 範 囲 内 に 設 定 す る 。 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 を こ の 範 囲 に 設 定 す る
理 由 は 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 が １ ． ０ 以 下 で あ る と 、 排 気 中 に 酸 素 が 残 存 せ ず 、 後 述 す る
酸 化 触 媒 （ ２ ） の 酸 化 機 能 が 確 保 で き な い 場 合 が あ り 、 こ れ が １ ． ５ 以 上 に な る と 、 混 合
気 が 薄 く な り 過 ぎ 、 エ ン ジ ン の 回 転 が 不 安 定 に な る こ と が あ る た め で あ る 。 こ の よ う な 観
点 か ら は 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 を 、 １ ． １ ～ １ ． ４ の 範 囲 に 設 定 す る の が よ り 望 ま し く 、
１ ． ２ ～ １ ． ３ の 範 囲 に 設 定 す る の が 最 も 望 ま し い 。 な お 、 空 気 過 剰 率 の 設 定 は 、 厳 密 に
行 う 必 要 は な く 、 所 定 の 目 標 回 転 数 、 例 え ば 、 目 標 回 転 数 が １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ， ２ ０ ０ ０ ｒ
ｐ ｍ ， ３ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 場 合 の そ れ ぞ れ の ガ ス 流 量 制 御 弁 （ １ ６ ） の 固 定 開 度 を 決 め て お
き 、 そ の 目 標 回 転 数 で の 運 転 中 、 混 合 気 の 空 気 過 剰 率 が 上 記 範 囲 内 に 収 ま る よ う に し て お
け ば よ い 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
ガ バ ナ 装 置 の 構 成 は 、 次 の 通 り で あ る 。
ガ バ ナ 装 置 は 、 ガ バ ナ ア ク チ ュ エ ー タ （ ２ ０ ） を 備 え 、 こ の ガ バ ナ ア ク チ ュ エ ー タ （ ２ ０
） に ス ロ ッ ト ル 弁 （ １ ０ ） を 連 動 連 結 さ せ て い る 。 ガ バ ナ ア ク チ ュ エ ー タ （ ２ ０ ） に は ガ
バ ナ コ ン ト ロ ー ラ （ ２ １ ） を 介 し て 、 目 標 回 転 数 設 定 手 段 （ ２ ２ ） と 実 回 転 数 検 出 セ ン サ
（ ２ ３ ） と を 連 携 さ せ て い る 。 ガ バ ナ コ ン ト ロ ー ラ （ ２ １ ） は 、 目 標 回 転 数 と 実 回 転 数 と
の 比 較 に よ り 、 ス ロ ッ ト ル 弁 （ １ ０ ） の 開 度 を 調 節 し 、 混 合 気 の 吸 入 量 を 調 節 し 、 エ ン ジ
ン 負 荷 の 増 減 に 拘 ら ず 、 エ ン ジ ン 回 転 速 度 を 一 定 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
点 火 装 置 の 構 成 は 、 次 の 通 り で あ る 。
点 火 プ ラ グ （ ２ ４ ） の イ グ ニ ッ シ ョ ン コ イ ル （ ２ ５ ） は 、 点 火 回 路 （ ２ ６ ） を 介 し て 点 火
時 期 検 出 セ ン サ （ ２ ７ ） に 連 携 さ せ て い る 。 点 火 時 期 検 出 セ ン サ （ ２ ７ ） は 、 点 火 時 期 指
示 ロ ー タ （ ２ ８ ） に 臨 ま せ て い る 。 点 火 回 路 （ ２ ６ ） は 、 点 火 時 期 検 出 セ ン サ （ ２ ７ ） か
ら の 点 火 指 示 信 号 に 対 応 し た 時 期 に 、 点 火 プ ラ グ （ ２ ４ ） か ら 火 花 が 飛 ぶ よ う に 、 イ グ ニ
ッ シ ョ ン コ イ ル （ ２ ５ ） を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
排 気 装 置 の 構 成 は 、 次 の 通 り で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 排 気 マ ニ ホ ル ド （ ２ ９ ） の 下 流 に 排 気 マ フ ラ （ ３ ０ ） を 連 通 さ せ 、 更
に そ の 下 流 に 連 通 路 （ ３ １ ） を 連 通 さ せ 、 更 に そ の 下 流 に 炭 化 水 素 を 浄 化 す る た め の 酸 化
触 媒 （ ２ ） を 連 通 さ せ 、 排 気 経 路 （ １ ） を 形 成 し て い る 。 冷 却 水 経 路 （ ４ ） に 弁 （ ３ ） を
設 け 、 こ の 弁 （ ３ ） を 排 気 温 セ ン サ （ ６ ） に 連 携 さ せ 、 排 気 温 度 が 所 定 温 度 （ ３ ５ ０ ° Ｃ
） を 越 え る と 、 弁 （ ３ ） を 開 い て 排 気 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト （ ５ ） 内 を 冷 却 水 が 通 過 す る よ う に
し て い る 。 排 気 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト （ ５ ） は 排 気 マ ニ ホ ル ド （ ２ ９ ） の 周 囲 に 形 成 し 、 排 気 温
セ ン サ （ ６ ） は 排 気 マ ニ ホ ル ド （ ２ ９ ） の 出 口 通 路 （ ３ ４ ） に 配 置 し て い る 。 図 ２ 中 の 符
号 （ ３ ５ ） は ラ ジ エ ー タ 、 （ ３ ６ ） は ラ ジ エ ー タ フ ァ ン 、 （ ３ ７ ） は 冷 却 水 ポ ン プ 、 （ ３
８ ） は シ リ ン ダ ジ ャ ケ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 排 気 マ フ ラ （ ３ ０ ） と 連 通 路 （ ３ １ ） と 酸 化 触 媒 （ ２ ） と は 並 列 に 配 置 し 、 排 気 マ
フ ラ （ ３ ０ ） と 連 通 路 （ ３ １ ） と は 第 １ 反 転 通 路 （ ３ ２ ） を 介 し て 連 通 さ せ 、 連 通 路 （ ３
１ ） と 排 気 触 媒 （ ２ ） と は 第 ２ 反 転 通 路 （ ３ ３ ） を 介 し て 連 通 さ せ て い る 。 こ の た め 、 排
気 マ フ ラ （ ３ ０ ） と そ の 下 流 の 酸 化 触 媒 （ ２ ） と が 蛇 行 状 に 連 通 し 、 排 気 中 の 未 燃 物 質 が
排 気 マ フ ラ （ ３ ０ ） と 第 １ 反 転 通 路 （ ３ ２ ） と 連 通 路 （ ３ １ ） と 第 ２ 反 転 通 路 （ ３ ３ ） を
通 過 す る 過 程 で 排 気 か ら 分 離 さ れ 、 酸 化 触 媒 （ ２ ） の 汚 染 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ガ ス エ ン ジ ン の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の エ ン ジ ン の 排 気 冷 却 手 段 の 模 式 図 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ ） … 排 気 経 路 、 （ ２ ） … 触 媒 、 （ ３ ） … 弁 、 （ ４ ） … 冷 却 水 経 路 、 （ ５ ） … 排 気 冷 却
ジ ャ ケ ッ ト 。
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